
 

 

 

 

 リアル？ デジタル？ 

副校長 櫻井 勉 

子供の頃、地方に住む祖父母と年に一度会うと「ち

ょっと見ない間にこんなに大きくなって！」と大げさ

に喜んで迎えてくれたことを思い出します。孫の成長

のダイジェスト版を楽しんでいたわけです。ところが

最近では、気の利いたアプリが子供の画像や動画をリ

アルタイムで提供してくれて、離れていても日々の成

長を見ることができるので、久しぶりに会っても「大

きくなったねぇ」という実感は出てきません。 

３歳になる孫は、それを見るであろう私たちのため

にポーズをとり、笑顔で語りかけてきます。それはも

ちろんうれしいことなのですが、では昔の祖父母より

幸福度が高いの？と問われたら、答えに困ります。 

 

そして先日、生後２か月になった下の孫の動画がア

ップロードされました。母親と目が合った瞬間に満面

の笑みが浮かび、こちらも初めて見るリアルな笑顔に

つられて自然に笑顔になっていました。しかし次の瞬

間、顔を横に向け、自分に向けられているスマホ画面

を凝視すると急に険しい表情に変わりました。「ママの

方を見て」と声をかけられ視線を戻すとまた満面の笑

顔、しかしまた気になってスマホに

視線がいくと眉間にしわを寄せ

る・・・。３回同じことが繰り返さ

れ、もはや偶然ではなく、乳児なり

の意味を持った反応だと確信しま

した。 

 

世の中は大きく変化していますが、空腹や不快は泣

くことで伝え、家族の笑顔に安心を感じるといった新

生児や乳児のしぐさや反応は太古の昔から変わらない

ものです。その観点でいえば、彼らにとってスマホ(デ

ジタル)は異物であり、天敵に近いものなのかもしれま

せん。それが現代社会では、成長とともに急速にデジ

タルが子供たちの生活に入り込んできます。ある調査

によれば、１歳児の約 10％にスマホ依存の傾向が見ら

れるそうです。(2018 年 東京女子大 橋本良明教授) 

いずれは今以上にデジタルと共存していく世代ですが、

適切な距離感とタイミングでデジタルと親しんでいけ

るよう、成長過程では大人がしっかりとコントロール

していくべきだと強く感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

さて 2 学期は運動会や音楽会など子供たちが活躍す

る行事があり、観戦・鑑賞を楽しみにしている方も多

いことでしょう。わが子の出番となれば反射的にスマ

ホを構えて録画するのは当たり前の光景になりました 

が、今しかないわが子のリアルな姿を、デジタルのフ

レームを通してしか見ていないとしたら、とてももっ

たいないと感じます。躍動するわが子の姿と対比する

ライバルたちの表情、バックには手を振り上げて応援

する仲間たちの歓声、空の色、風のにおい、すべてが最

高のフレームとなって思い出を彩ります。 

数十年後は本人にとっての宝物にな

るかもしれないデジタル記録を否定す

るわけではありません。今しかないわ

が子のリアルな姿を自分の目で心に刻

みつつ、上手にデジタル記録も残せる

ような、「リアルとデジタルのベストミックス」をこの

秋は追及してみませんか。 
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教育目標 
「ふるさとの発展に進んで貢献する生徒の育成」 

１ 目標をもって意欲的に学ぶ生徒 

２ 人間性・社会性をはぐくみ、相手の立場に立
って行動する生徒 

３ 心身ともに健康で明るい生徒 

１０月の生活目標 

望ましい人間関係をつくろう 

１０月の保健目標 

目の健康を考えよう 

文化祭のお知らせ 

◆令和４年１０月２９日(土) 午前９時開会 

◆三宅中学校 体育館 

◆内容(予定) 

 ・９：１０～１０：５０「総合的な学習の時間」

各学年発表 

 ・１１：００～１１：２０吹奏楽部演奏 

◆下校バス １２：００発車予定 

◆地域の皆様にもご参観いただけます。 

http://mi/


水泳記録会【９月５日】 

 １学期の体育授業、夏休み中の水泳教室での努力の

成果を力強く発揮していました。泳いでいる人たちの

頑張りはもちろん、周りからの元気な声援とレース後

の温かい拍手がとても印象的でした。 

 

２年生ボランティア活動【９月９日】 

三宅島社会福祉協議会にサポートしていただき、

「シャンティ国際ボランティア会」の「絵本を届ける

活動」に取り組みました。日本の絵本に現地語訳を貼

り付けて、その国の子供たちに届けます。今回は、ク

メール語(カンボジア)、ダリ語(アフガニスタン)、ラ

オス語(ラオス)の３か国語を担当しました。とても細

かい作業でしたが、相手の国へと思いを馳せながら完

成させ、達成感を感じられたようです。 

 

１年生「茅葺体験学習」【９月１２日】 

 地域の皆様にご協力いただき、ススキや竹をどのよ

うに生活に生かしてきたかを学習し、実際に作品作り

にも挑戦しました。 

 持続可能な社会づくりを進

めていく上でも、地域資源の

有効な活用はとても大切な課

題です。ご協力いただいた皆

様、貴重な

体験をあり

がとうござ

いました。                 

 

１年生「巨樹について学ぶ会」【９月１５日】 

 三宅島巨樹の会「やどり

ぎ」代表の佐久間文夫さん

を講師にお迎えし、各地区

を回りながら三宅島の巨樹

について学びました。数年

前の計測では幹回りが３m

に満たなかった木が、今回

の１年生の計測によって巨

樹に認定されるサイズであ

ることが判明するというサ

プライズもありました。三

宅島の巨樹を誇りに思う気

持ちがさらに強くなりました。 

吹奏楽部サマーコンサート【９月１７日】 

 マリンスコーレの日程変更に伴い延期していた
演奏会を実施しました。当日はたくさんの方にご
来場いただき、演奏や楽器紹介、引退を迎える３
年生からのメッセージなどをお届けすることがで
きました。 

 

令和４年１０月 主な予定 
 １日(土)  小中合同運動会 

２日(日） 運動会予備日 

３日(月)  振替休業日 

４日(火)  運動会予備日 2  専門委員会 

６日(木)  雄山火山体験(３年) 

       考査前学習会始 

７日(金)  雄山火山体験(２年) 

      進路説明会(３年) 

１１日(火)  生徒朝礼 

１３日(木)  中間考査(国理英) 14:45下校 

１４日(金)  中間考査(数社) 

       三宅島について聞く会(１年) 

１７日(月)  全校朝礼 

１９日(水)  研修会⑥カット  14:40下校 

２１日(金)  雄山火山体験(１年)  

２６日(水)  歯科検診    14:35 下校 

２７日(木)  避難訓練 

２９日(土)  文化祭 

３１日(月)  安全指導(砂防ダム見学) 

 

※スクールカウンセラー来校予定日 

５(水)・１７(月) 

 

 

 


